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△顧客への貸付金の貸倒れ

Q :私は 、 司法書士ですが、顧客に対して

金銭を貸し付けていたところ、その顧客が今

年になって倒産し、その貸付金は貸倒れとな

ってしまいました。

この貸倒損失を、事業所得の必要経費に算

入することができますか。

A:必要経費に算入することはできません。

【解説】

事業所得の金額を計算するうえで、貸倒損

失として必要経費に算入できるのは、その事

業の遂行上生じた売掛金、貸付金、前渡金そ

の他これらに準ずる債権などの貸倒れによる

損失に限られています。

したがって、貸倒損失が発生した場合には、

まず、その貸付金等が事業の遂行上生じたも

のかどうかを検討する必要があります。

ところで、司法書士は、他人の嘱託を受け

て登記や供託手続の代理、裁判所等に提出す

る書類の作成事務を業として行うものであっ

て、司法書士が登記手続の代理等をしたこと

を機縁としてその顧客に金銭の貸付けをたま

たま行ったとしても、それが司法書士の業務

の遂行上一般的に必要であると客観的に認め

られるものではないと思われます。

ご質問の場合の貸付金は、司法書士として

の事業の遂行上生じたものとは認められませ

んので、司法書士の事業に係る事業所得の金

額の計算上必要経費に算入することはできま

せん◎


